
現地の有能な人材が成功の鍵

中国における現地法人の経

営､特に現地市場への参入や人

事労務管理は､有力な中国人上

級幹部の有無がその成否の決め

手になる｡

中国市場で快進撃を続け､労

働争議とも無縁の日系企業があ

る一方､再三のストライキや賃

上げ要求に苦しめられている日

系企業がある｡その明暗を分け

るのは､まさに現地の有能な人

材の有無である｡

ある企業は､中韓市場への参

入こそ同業他社と比べて出遅れ

たが､人材戦略では先手を打っ

ていた｡中国人留学生の中から

厳選した人材を20年も前から多

く採用し､各部署で鍛えたう

え､さらに選抜した者を中国現

地法人に送り出していた｡さま

ざまな教育･研修を通じ､日本
くんとう

企業で通算20年もの薫陶を受け

た彼らは､日本企業や日本人の

心を理解するようになり､一緒

に仕事をしてきた上司や仲間と

も信頼関係が康成されている｡

そして､もともと中国に対す

る理解と､語学力を含む中国で
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のコミュニケーションの能力を

併せ持つ彼らは､水を得た魚の

ように中国で自分の才能を発揮

している｡

仕事に対する自覚や会社に対

するロイヤルティーの高い彼ら

はいま､中国統括会社の部長や

各支社の社長に成長している｡

本社の意向を理解し､中国や中

国人従業員に対する理解を踏ま

えた彼らの業務遂行能力は､日

本本社や現地法人と中国人従業

員の間､あるいは中国のユーザ
ーとの間で､まさに懸け橋的な

役割を果たし､日本人駐在員以

上の役割を担っている｡

このような彼らは､日本人経

営者から重宝されるのはいうま

でもなく､中国人従業員からも

頼りにされ､これらが自己成長

の目榛にもなっている｡その自

然な結果として､会社の業績は

向上し､労資関係も円滑だ｡

他方､世界で名をはせる日本

の大手企業でも､中国の現地法

人となると､確かに同じように
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多くの日本留学経験者の幹部が

おり､経費をかけて日本研修を

受けさせた幹部がいるにもかか

わらず､思うほどの活躍が見ら

れない｡労働争議においても､

日本人経営者が現地従業員への

対応に四苦八苦している中､そ

の場に現地人幹部の姿が見当た

らないのが不可解である｡

このような会社では､採用の

あり方､教育研修のあり方､幹

部選抜のあり方､そして､日本

人経営者と現地幹部社員たちと

の接し方などについて､改めて

抜本から考え直していかなけれ

ばならないだろう｡

FuJi S己n'k｡i BuSi neSS i :33421oBg17(.藍

昭和33年1月27日　第三種郵便物窓可<

sugita
日付印 (部署と姓、西暦)




